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ヒロコバネNeomicropteryxnipponensis Issiki (鱗麹目・コバネガ車目)
1令幼虫の幼虫鰻
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鱗麹類の幼虫限は一般に側単眼とよばれ、例外的にコバネガの幼虫は複眼をもっとされてきた。最近になり、

Paulぉ (1宮77)は毛麹怠(3上手1を含む)および鱗遜呂{ニ汚歪8)の幼虫採を謁べ、 Amphiesmenoptera(毛麹g→-
鱗麹日)の幼虫と成虫の個眼には(1 ) crystalline coneが幼虫では 3側、成虫では4側、(2 ) primary pigment 

cellが幼虫では31堅、成虫では 21底、(3 )reti削除が幼虫では上下2層、成虫では 11蓄という遠いがあるだけで、

これらの幼虫限はlarvalommatidiumと呼べるとしている。しかし、鱗麹日中、最もさfい系統のコパネガ亜日の

幼虫販に関してはPaulusも調べ、ておらず、 Amphiesmenopteraの系統を研究するうえにもこの亜門の幼虫眼を

早急に鋼べる必要があった。そこで我々はヒロコパネの 1令の幼虫穣を光学および電子顕微鏡により観察した。

結果

ヒロコパネの幼虫眼は互いに隣接した 5~聞の個眼(Fig. 1)からなり(他の鱗麹類幼虫は 6倒が散殺)、 ocular

ridgeが発達する。 2-5番の偲限i土問ヒ構造(Fig.2)と考えられ、その特徴i土、(1)厚い角撲をもっ。(2 ) 

crystalline coneを3個もつが、あまり発達しない。(3 ) primary pigment cell (一般に鱗麹自では発途する)は、

あまり発達しない。(4 ) retinula はと綴 3個、下層 41限の細胞からなる。(5) rhabdomは上層で31i肉、下層
で1方的]であった。また、 1番のf回目良(Fig.3)のretinula(土上・下層とも 8倒もしくはそれ以上の細胞からなっ
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Figs. 1サ Ommatidiaof first-instar larva of Neomicropteryx nipponensis. 
Fig. 1 Ommatidia on the left side. Scale=50μm. a: anterior， p: posterior. 
Fig. 2 Semidiagr註mmaticdrawings of ommatidia corresponding with 2…5 of Fig. 1 i註longitudinal
and transverse sections. 

* Abstract of paper read at the 26th Annual Meeting of Arthropodan Embryological Society of Japan， Jun. 
1-2， 1990 (Bandai， Fukushima). 
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ていて、 Paulusの予測したように 2個の個眼が癒合したものとも考えられる。さらに 1番の個限のそばにレン

ズ様の構造が見られ、もしこれが退化的な個限とすればコパネガ幼虫の個眼数は 7個とも数えられ、毛麹目幼

虫の個眼数と一致する。
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Fig. 3 Semidiagrammatic drawings of ommatidia corresponding with 1 of Fig. 1 in longitudinal 
and transverse sections 




